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佐賀県小城市 田中 あき 地域コミュニティ活動

【年 齢】
３６歳

【出身地】
佐賀県小城市

【転出元】
東京都狛江市

【前 職】
事務職（建設業及びビル

メンテナンス業の会社）
【活動時期】

R３.６～
（２年目）

Uターン転職を考えるうえで、出身地である小城市に貢献
出来るようなことをしたいなと思っていたところ、東京で
移住の相談をしていて、さが移住サポートデスクの方に、
小城市で地域おこし協力隊の募集をされていることを教え
ていただきました。
活動内容の説明を受け、棚田の保全や農業、地域づくりな
ど、未経験の分野ではありましたが、「面白そうだな」と
興味を持ったので応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）nourinsuisan@city.ogi.lg.jp
（電話番号）0952-37-6125（小城市役所農林水産課）

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）https://www.instagram.com/eriyama_tanada/

ミッションは、江里山地域の活性化（アイデア創出とその
具現化）と情報発信です。今後は、「棚田の保全と棚田で
農業」をテーマに、以下の3つの項目につなげられるよう、
地域のみなさんの思いを汲み取りながら、その実現に向け
てサポートしていきたいと思っています。
１．お金を生み出す
２．農作物などをもっと売る
３．耕作放棄地を減らす

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●農業体験（米・野菜の栽培）
江里山の棚田での農業体験として、お米と野菜づく
りに挑戦しています。栽培の経験がないので、地域
のみなさんに助けていただくことばかりですが、お
米や野菜を収穫する喜びを感じるとともに、栽培の
大変さや棚田地域ならではの苦労があることも実感
しました。

●地域コミュニティへの参加
江里山地域の伝統料理「さしみこんにゃく」を作り
続けているグループの活動や、市内の中高生が農業
体験を通して棚田の保全について学ぶ「江里山たな
だ部」の活動に参加するなどして、地域内外の方と
の交流を深めています。

●コミュニケーション誌の発行
地域のみなさんとコミュニケーションを図るきっか
けづくりとして、毎月１回、「だんだんだより」を
発行しています。協力隊の活動内容を報告したり、
地域活性化のヒントになるような情報を掲載したり
しています。
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